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香
積
寺

こ
う
じ
ゃ
く
じ

切 

付
、
懶
禅
舜

ら
い
ぜ
ん
し
ゅ
ん

融ゆ

う

添
書

そ
え
が
き 

複
製
（
二
十
六
切
中
七
切
目
） 

 

原
本 

香
積
寺
蔵
（
広
島
県
三
原
市
） 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
七
番
目
に
「
京
三
条
児
玉
昌
慶
ニ
譲
リ 

五

ク
ダ
リ 

寛
文
九
酉
七
月
」
と
記
載
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
七
月
に
、
京
都

三
条
の
児
玉
昌
慶
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
昌
慶
の
弟

浄
有
が
所
有
し
、
安
芸
（
広
島
県
）
に
移
り
、
そ
の
子
孫
の
名
井
相
範
と
い
う
者

が
所
持
し
た
。
の
ち
に
三
原
の
酒
屋
川
口
源
右
衛
門
が
入
手
し
、
天
保
五
年
（
一

八
三
四
）
二
月
に
菩
提
寺
で
あ
る
香
積
寺
に
寄
進
。『
副
本
』
も
同
時
に
香
積
寺
に

納
め
ら
れ
た
（
『
副
本
』
拝
覧
跋
記
お
よ
び
箱
書
）
。 

添
書 

香
積
寺
切
の
下
部
に
は
宇
治
興
聖
寺
六
世
懶
禅
舜
融
（
一
六
一
三
～
七

二
）
の
添
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
添
書
に
懶
禅
は
「
前
興
聖
」
と
署
名
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
懶
禅
が
興
聖
寺
を
退
い
た
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
か
ら
亡
く
な

る
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
間
の
筆
跡
で
あ
り
、
児
玉
昌
慶
に
分
施
さ
れ
て

間
も
な
い
時
期
か
ら
、
こ
の
添
書
も
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
添
書
は
以
下

の
よ
う
な
大
意
を
持
つ
。
「
道
元
禅
師
の
遺
墨
を
分
け
て
多
く
の
人
々
に
施
す
。

（
切
に
記
さ
れ
た
）
わ
ず
か
な
言
葉
の
上
に
、
道
元
禅
師
の
す
ぐ
れ
た
徳
を
見
取

っ
て
も
ら
い
た
い
。
」 

要
旨 

道
元
禅
師
が
、
中
国
で
禅
を
学
ん
で
い
る
時
、
宗
月
と
い
う

首し

ゅ

座そ

（
修

行
僧
の
筆
頭
）
に
質
問
し
て
い
る
部
分
。
道
元
禅
師
は
「
今
（
中
国
の
禅
宗
に
は
）

五
つ
の
宗
派
が
あ
り
、
そ
の
祖
師
た
ち
の
名
を
書
き
連
ね
る
と
多
少
の
違
い
が
あ

る
。
（
禅
宗
が
達
磨
大
師
に
よ
り
）
イ
ン
ド
か
ら
嫡
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。 

 

修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

摩
訶
迦
葉
・
阿
難
陀
等
盤は

、
餘
門
能の

こ
と 

く
尓に

徒つ

ら
奈な

礼れ

里り

。
と
き
尓に

道
元
、
宗
月
首
座
尓に 

と
ふ
、
和
尚
い
ま
五
家
宗
派
を
徒つ

ら
奴ぬ

類る

尓に

、
い
さ

さゝ 

可か

同
異
あ
里り

、
所そ

能の

こ
こゝ

ろ
い
可か

む
。
西
天
よ
里り

嫡
々 

相
嗣
せ
ら
盤は

、
な
む
ぞ
同
異
あ
ら
ん
や
。 

-
-
-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--
-
-
--
-
--
-
--

-
- 

①
三
行
目 

五
宗
宗
派 

→
 

五
家
宗
派 

②
三
～
四
行
目 

い
さ

さゝ

か
能の 

→
 

い
さ

さゝ

可か 

③
四
行
目 

い
可か

ん 
→
 

い
可か

む 

④
四
行
目 

嫡
嫡 

→
 

嫡
々 

⑤
五
行
目 

あ
尓に 

→
 

な
む
ぞ 

懶
禅
舜
融
添
書 

道
元
遺
墨 

分
施
諸
人 

片
言
隻
字 

要
見
芳
塵 

 
 

前
住
興
聖
蘗
書 

（
読
み
下
し
） 

道
元
の
遺
墨 

分
か
ち
て
諸
人
に
施
す 

片
言
隻
字
に 

芳
塵
を
見
ん
こ
と
を
要
す 

原
文
（
香
積
寺
切
） 

摩
訶
迦
葉
・
阿
難
陀
等
盤は

、
餘
門
能の

こ
と
く 

尓に

徒つ

ら
奈な

礼れ

里り

。
と
き
尓に

道
元
、
宗
月
首
座 

尓に

と
ふ
、
和
尚
い
ま
五
宗
宗
派
を
徒つ

ら
奴ぬ

類る

尓に

、 

い
さ

さゝ

か
能の

同
異
あ
里り

、
所そ

の
こ

こゝ

ろ
い
可か

ん
。
西
天 

よ
里り

嫡
嫡
相
嗣
せ
ら
盤は

、
あ
尓に

同
異
あ
ら
ん
や
。」 

-
-
-
--

-
-
--

-
--

-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--

-
-
--

-
--

-
--
-
- 

現
代
仮
名
遣
い
（
香
積
寺
切
） 

摩
訶

ま

か

迦
葉

か
し
ょ
う

・
阿あ

難な
ん

陀だ

等
は
、
余
門
の
如
く 

に
連つ

ら

な
れ
り
。
時
に
道
元
、
宗
月
首し

ゅ

座そ 

に
問
う
、「
和
尚

お
し
ょ
う

今
五
宗
宗
派
連
ぬ
る
に
、 

い
さ
さ
か
の
同
異
あ
り
、
そ
の
心
如
何

い

か

ん

。
西
天 

よ
り

嫡

々

ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

相
嗣
せ
ら
ば
、
豈あ

に
同
異
あ
ら
ん
や
。」 

『
正
法
眼
蔵
嗣
書
』
草
案
本 

解
説
と
翻
刻
文 

（
令
和
四
年
度
複
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
分
） 
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神
應

じ
ん
の
う

寺じ

切 

複
製
（
二
十
六
切
中
九
切
目
） 

 

原
本 

神
應
寺
蔵
（
京
都
府
八
幡
市
） 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
九
番
目
に
「
八
幡
神
應
寺
」
と
記

載
。
分
施
当
初
か
ら
神
應
寺
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

軸
裏
に
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
、
神
應
寺
六
世
伝
璟
の
代
に
、
加

賀
屋
次
郎
兵
衛
が
安
叟
自
隠
上
人
の
菩
提
の
た
め
に
神
應
寺
に
寄
進

し
、
表
具
は
淀
屋
祖
桂
大
姉
の
寄
進
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
分
施
の

経
緯
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
軸
裏
に
は
、「
破
損
に
付
き
修

補
を
加
う
。
乙
巳(

天
明
五
年
・
一
七
八
五)
秋
、
日
山
叟
」
と
記
さ
れ
、

神
應
寺
三
十
世
日
山
海
東
が
補
修
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
副
本
』

に
は
九
行
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
九
ク
」（
九
ク
ダ
リ
の
意
）
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
二
行
が
失
わ
れ
七
行
が
残
存
し
て
い
る
。
軸
装

補
修
の
際
な
ど
の
時
に
二
行
分
を
割
裁
し
て
分
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 

要
旨 

香
積
寺
切
の
次
の
八
切
目
（
『
副
本
』
で
八
行
分
）
は
散
逸
し
て

い
て
、
そ
の
次
の
切
に
当
た
る
。
八
切
目
に
は
、
香
積
寺
切
で
の
道
元

禅
師
の
質
問
に
対
し
、
宗
月

首し

ゅ

座そ

の
返
答
が
記
さ
れ
、
本
切
に
は
、

こ
れ
に
対
す
る
道
元
禅
師
の
所
感
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
脈
と
し
て

は
途
中
か
ら
で
、「
い
ま
江
浙
に
大
刹
の
主
と
あ
る
は
、
お
ほ
く
」
に
本

切
が
続
く
。「（
今

江こ

う

蘇そ

・
浙せ

っ

江こ

う

の
大
寺
院
の
住
職
の
多
く
は
）
臨
済

り
ん
ざ
い

・
雲
門

う
ん
も
ん

・
洞
山

と
う
ざ
ん

と
い
っ
た
祖
師
た
ち
の
法
を

嗣つ

い
だ
者
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
臨
済
の
遠
い

法
孫
と
自
称
す
る
輩
に
は
、
頂
相

ち
ん
そ
う

（
祖
師
の
肖
像
画
）・
法ほ

う

語ご

（
祖
師
の
教
え
を
記
し
た
墨
蹟
）

を
（
自
分
の
師
匠
筋
で
は
な
い
高
僧
か
ら
）
手
に
入
れ
て
、
嗣
法
の
標
準
と
し
て
備
え
持
っ
て
い

る
。
中
に
は
犬
の
よ
う
な
連
中
が
い
て
、
高
僧
の
そ
ば
に
仕
え
、
頂
相
・
法
語
を
請
願
し
て
隠
し

持
っ
て
い
る
者
が
多
く
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
禅
宗
界
の
現
状
を
批
判
し
て
い
る
、

『
嗣
書
』
の
中
で
も
中
核
を
な
す
一
節
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

  
 

原
文
（
神
應
寺
切
） 

臨
済
・
雲
門
・
洞
山
等
能の

嗣
法
奈な

里り

。
志し

可か

あ
類る 

尓に

、
臨
済
能の

遠
孫
と
自
稱
す
類る

や
可か

ら
、
ま

まゝ

尓に 

く
わ
堂た

徒つ

類る

不
是
あ
里り

。
い
者は

く
、
頂
相
壹
副
、 

法
語
壹
軸
を
請
志し

轉て

、
嗣
法
能の

標
準
尓に

所そ 

奈な

ふ
。
志し

可か

あ
類る

尓に

、
一
類
能の

い
奴ぬ

あ
里り

、
尊
宿
能の 

本ほ

と
利り

尓に

志し

轉て

、
法
語
・
頂
相
等
を
懇
請
志し

て
、 

可か

く
し
堂た

く
わ
ふ
類る

己こ

と
あ
ま
多た

あ
類る

耳に

、 
 

-
-
-
--

-
-
--

-
--

-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
- 

現
代
仮
名
遣
い
（
神
應
寺
切
） 

臨
済

り
ん
ざ
い

・
雲
門

う
ん
も
ん

・
洞
山

と
う
ざ
ん

等
の
嗣
法
な
り
。
し
か
あ
る 

に
、
臨
済
の
遠
孫
と
自
称
す
る

輩
や
か
ら

、
ま
ま
に 

企く
わ

だ
つ
る
不ふ

是ぜ

あ
り
。
曰い

わ

く
、
頂
相

ち
ん
そ
う

壱
幅
、 

法ほ
う

語ご

壱
軸
を

請
し
ょ
う

じ
て
、
嗣
法
の
標
準
に
備 

ふ
。
し
か
あ
る
に
、
一
類
の
狗い

ぬ

あ
り
、
尊そ

ん

宿
し
ゅ
く

の 
畔

ほ
と
り

に
し
て
、
法
語
・
頂
相
等
を
懇

請

こ
ん
し
ょ
う

し
て
、 

隠
し
蓄
う
る
事
、
数
多

あ

ま

た

あ
る
に
、 

修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

臨
済
・
雲
門
・
洞
山
等
能の

嗣
法
奈な

里り

。
志し

可か

あ
類る

尓に

、 

臨
済
能の

遠
孫
と
自
稱
す
類る

や
可か

ら
、
ま

まゝ

尓に

く
わ 

た
徒つ

類る

不
是
あ
里り

。
い
者は

く
、
善
知
識
能の

会
下
尓に

参
志し

天て

、 

頂
相
壹
副
、
法
語
壹
軸
を
墾
請
志し

天て

、
嗣
法
能の

標 

準
尓に

所そ

奈な

ふ
。
志し

可か

あ
類る

尓に

、
一
類
能の

狗
子
あ
里り

、
尊
宿
能の 

本ほ

と
里り

耳に

、
法
語
・
頂
相
等
を
懇
請
志し

天て

、
か
く
し
た 

く
わ
ふ
類る

こ
と
あ
ま
た
あ
類る

尓に

、 

-
-
-
--

-
-
--

-
--

-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--

-
--

-
--
 

①
三
行
目 

い
者は

く 
→

い
者は

く
、
善
知
識
能の

会
下
尓に

参
志し

天て 

②
四
行
目 

請
志し

轉て 
→

 

墾
請
志し

天て 

③
五
行
目 

い
奴ぬ 

→
 

狗
子 

④
六
行
目 

本ほ

と
利り

尓に

志し

轉て 
→

 

本ほ

と
里り

耳に 
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陽よ

う

松
し
ょ
う

庵あ

ん

切 

付
、
万
安

ば
ん
な
ん

英え

い

種し

ゅ

添
書

そ
え
が
き 

複
製
（
二
十
六
切
中
十
三
切
目
） 

 

原
本 

陽
松
庵
蔵
（
大
阪
府
池
田
市
） 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
十
三
番
目
に
「
丹
波
随
岸
寺 

智
仙
様
・

懶
禅
和
尚 

正
保
四
年
亥
六
月
廿
八
日
渡
ス
」
と
記
載
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）

六
月
二
十
八
日
に
、
丹
波

随ず
い

岸が
ん

寺じ

の

智ち

仙せ
ん

と

懶
禅
舜

ら
い
ぜ
ん
し
ゅ
ん

融ゆ
う

（
一
六
一
三
～
七

二
）
に
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
随
岸
寺
（
京
都
府
亀
岡
市
・
現

在
は
臨
済
宗
瑞
巌
寺
）
は
万
安
英
種
（
一
五
九
一
～
一
六
五
四
）
に
よ
っ
て
興
さ

れ
た
寺
院
で
、
懶
禅
は
そ
の
門
弟
で
あ
り
、
智
仙
（
未
詳
）
も
同
門
と
思
わ
れ
る
。

本
切
は
随
岸
寺
か
ら
宇
治
興
聖
寺→

不
言
寺
（
京
都
府
大
山
崎
町
・
現
存
せ
ず
）

を
経
て
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
陽
松
庵
に
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
、
本
切
に
付

属
し
て
い
る
古
文
書
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
懶
禅
は
随
岸
寺
か
ら
師
・
万
安
英
種
を

嗣
い
で
興
聖
寺
住
持
と
な
り
、
興
聖
寺
を
退
い
た
の
ち
不
言
寺
に
隠
棲
し
た
こ
と

か
ら
、
本
切
の
所
在
は
懶
禅
と
と
も
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

添
書 

陽
松
庵
切
の
左
に
は
万
安
英
種
の
添
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
添
書
で

万
安
は
、「
道
元
和
尚
の
真
蹟
数
十
の
う
ち
、
隠
上
人
（
自
隠
上
人
＝
草
案
本
を

分
施
し
た
京
都
加
賀
屋
（
大
濱
氏
）
の
亡
父
）
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
流
布
し

た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
軸
裏
に
は
「
高
祖
仮
名
法
語 

退
峰
什
具
」

と
書
か
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
高
祖
は
道
元
禅
師
、
退
峰
は
退
蔵
峰
陽
松

庵
を
表
す
。 

要
旨 

こ
こ
で
は
「

長
連
牀

ち
ょ
う
れ
ん
し
ょ
う

に
あ
る

輩
と
も
が
ら

」
（
坐
禅
堂
で
寝
起
き
す
る
修
行

僧
た
ち
）
に
つ
い
て
記
す
。「
彼
ら
は
住
職
と
な
る
時
、
師
匠
と
呼
ぶ
人
は
た
く

さ
ん
い
る
の
だ
が
、
大
事
打
開
（
悟
り
）
の
時
の
師
を
、
師
と
す
る
者
が
多
い
、

と
述
べ
る
。
続
い
て
龍
門
仏
眼
禅
師
清
遠
和
尚
の
遠
い
法
孫
に
当
た
る
「
伝
」

（
伝
蔵
主
）
と
い
う
者
の
話
題
に
移
る
。「
伝
も
ま
た
嗣
書
を
持
っ
て
い
て
、
嘉

定
年
間
（
一
二
〇
八
～
二
四
）
の
は
じ
め
、
隆
禅
（
と
い
う
日
本
人
僧
）」
で
文

章
は
切
れ
る
。 

 
 

原
文
（
陽
松
庵
切
） 

長
連
牀
尓に

あ
類る

と
も
可か

ら
、
住
院
と
き
盤は

、
所そ 

能の

師
承
を
挙
す
類る

尓に

い
と
ま
あ
ら
さ
礼れ

と
も
、 

大
事
打
開
す
類る

と
き
、
所そ

能の

師
を
師
と
せ
類る 

能の

ミ
於お

本ほ

し
。
又
龍
門
佛
眼
禅
師
清
遠
和
尚 

能の

遠
孫
尓に

轉て

、
傳
蔵
と
い
ふ
も
の
あ
里り

き
。
か
能の 

傳
蔵
主
、
ま
堂た

嗣
書
を
帯
せ
里り

。
嘉
定 

能の

者は

し
免め

尓に

、
や
ま
ふ
志し

希け

類る

尓に

郷
僧
隆
禅 

-
-
-
--

-
-
--

-
--

-
--

-
-
--
-
--

-
--

-
-
--

-
-
--
-
--

-
-- 

現
代
仮
名
遣
い
（
陽
松
庵
切
） 

長

連

牀

ち
ょ
う
れ
ん
じ
ょ
う

に
あ
る

輩
と
も
が
ら

、
住
院
の
時
は
、
そ 

の
師
承
を
挙
す
る
に

暇
い
と
ま

あ
ら
ざ
れ
ど
も
、 

大
事
打
開
す
る
時
、
そ
の
師
を
師
と
せ
る 

の
み
多
し
。
又
龍
門
仏
眼
禅
師
清
遠
和
尚 

の
遠
孫
に
て
、
伝
蔵
と
い
ふ
者
あ
り
き
。
か
の 

伝
蔵
主
、
ま
た
嗣
書
を
帯
せ
り
。
嘉
定 

の
初
め
に
、
山
伏
し
け
る
に
郷
僧
隆
禅 

修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

長
連 

牀
尓に

あ
類る

と
も
可か

ら
、
住
院
能の

と
き
盤は

、
所そ

能の

師
承
を
挙 

す
類る

尓に

い
と
ま
あ
ら
さ
礼れ

と
も
、
大
事
打
開
す
類る

と
き
、 

所そ

能の

師
を
師
と
せ
類る

能の

ミ
於お

ほ
し
。
ま
た
龍
門
能の 

佛
眼
禅
師
清
遠
和
尚
能の

遠
孫
尓に

て
、
傳
と
い
ふ
も
能の 

あ
里り

き
。
か
能の

師
傳
蔵
主
、
ま
た
嗣
書
を
帯
せ
里り

。
嘉 

定
能の

者は

志し

免め

尓に

、
隆
禅 

-
-
-
--
-
-
--

-
--
-
--
-
-
--
-
--
-
--
-
-
--
-
-
--

-
--
-
--
-
-
--

-
--

- 

①
二
行
目 

住
院 

→
 

住
院
能の 

②
四
行
目 

又
龍
門 

→
 

ま
た
龍
門
能の 

③
五
行
目 

傳
蔵 

→
 

傳 

④
六
行
目 

か
能の 

→
 

か
能の

師 

⑤
六
行
目 

山
伏
し
け
る
に
郷
僧
隆
禅 

→
 

隆
禅 

（
読
み
下
し
） 

永
平
道
元
和
尚
の
真
蹟
数 

十
紙
の
内 

穏
上
人
分
の
流 

布
な
り 

万
安
英
種
添
書 

永
平
道
元
和
尚
真
蹟
数 

十
紙
之
内 

穏
上
人
分
之
流 

布
也 

 
 

劣
孫
萬
安
埜
衲 
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禅
定
寺

ぜ
ん
じ
ょ
う
じ

切 

付
、
懶
禅
舜

ら
い
ぜ
ん
し
ゅ
ん

融ゆ

う

添
書

そ
え
が
き 

複
製
（
二
十
六
切
中
十
五
切
目
） 

 

原
本 

禅
定
寺
蔵
（
京
都
府
宇
治
田
原
町
）
・
宇
治
市
歴
史
資
料
館
寄
託 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
十
五
番
目
に
当
た
る
が
、
空
白
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
当
初
の
分
施
先
や
禅
定
寺
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
本
切
下
部
の

添
書
が
手
掛
か
り
と
な
る
。 

添
書 

香
積
寺
切
と
同
文
の
懶
禅
舜
融
添
書
が
下
部
に
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
禅

定
寺
切
（
本
切
）
の
署
名
が
「
興
聖
現
住
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
香
積
寺
切
は
「
前

住
興
聖
」
な
の
で
、
本
切
の
添
書
は
宇
治
興
聖
寺
住
持
中
の
承
応
三
年
～
明
暦
二
年

（
一
六
五
四
～
五
六
）
の
間
の
筆
跡
で
、
香
積
寺
切
の
添
書
は
そ
れ
以
降
の
筆
跡
と

な
る
。
禅
定
寺
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
加
賀
大
乗
寺
（
石
川
県
金
沢
市
）

よ
り

月げ

っ

舟
宗

し
ゅ
う
そ
う

胡こ

が
中
興
開
山
に
迎
え
た
名
刹
で
、
卍
山
道
白
が
そ
の
跡
を
継
い
だ

名
刹
で
あ
る
。
ま
た
興
聖
寺
と
は
地
理
的
に
近
い
等
の
関
係
か
ら
、
懶
禅
か
ら
月
舟

へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
推
定
さ
れ
る
。 

要
旨 

陽
松
庵
切
の
次
の
十
四
切
目
（
『
副
本
』
で
九
行
分
）
は
散
逸
し
て
い
て
、
そ

の
次
の
切
に
当
た
る
。
十
四
切
目
に
は
、
陽
松
庵
切
後
半
の
伝
蔵
主
と
隆
禅
の
話
題

が
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
僧
隆
禅
は
伝
蔵
主
か
ら
、
め
っ
た
に
見
せ
る
こ
と
の
な

い
嗣
書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
こ
の
八
年
後
、
道
元
禅
師
が

天
童
山

て
ん
ど
う
さ
ん

（
浙
江

省
）
を
訪
れ
た
時
に
、
隆
禅
は
伝
蔵
主
に
懇
願
し
て
、
道
元
禅
師
に
そ
の
嗣
書
見
せ

て
く
れ
た
こ
と
を
記
す
。
本
切
で
は
、
そ
の
嗣
書
の
内
容
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
七
仏
か
ら
始
ま
り
）
臨
済
禅
師
に
至
る
ま
で
四
十
祖
（
修
訂
本
で
四
十
五
祖
に
修

正
）
を
連
ね
書
き
、
臨
済
禅
師
の
あ
と
の
祖
師
た
ち
は
円
相
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の

中
に
法
名
と
花
押
を
写
し
書
く
。
新
た
に
嗣
法
し
た
者
は
、
終
り
に
年
月
を
記
し
た

下
に
書
か
れ
て
い
る
。
臨
済
の
祖
師
た
ち
の
嗣
書
に
も
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

と
知
っ
た
、
と
嗣
書
の
違
い
に
つ
い
て
の
見
聞
を
述
べ
た
貴
重
な
一
節
で
あ
る
。 

 
 

原
文
（
禅
定
寺
切
） 

臨
済
尓に

い
堂た

類る

ま
轉て

四
十
祖
を
徒つ

ら
年ね

可か

き 

て
、
臨
済
よ
里り

能の

ち
能の

師
盤は

、
一
圓
相
を
徒つ

く
利り 

轉て

、
所そ

能の

奈な

可か

尓に

め
く
ら
し
て
、
法
諱
と
花
字
と
を 

う
徒つ

し
可か

希け

里り

。
新
嗣
盤は

於お

は
里り

尓に

、
年
号 

能の

下
頭
尓に

可か

希け

里り

。
臨
済
能の

尊
宿
尓に

、
可か

く
能の 

こ
と
く
能の

不
同
あ
里り

と
志し

類る

へ
し
。 

-
-
-
--
-
-
--

-
--
-
--

-
-
--
-
--

-
--
-
-
--

-
-
--

-
--

-
-- 

現
代
仮
名
遣
い
（
禅
定
寺
切
） 

臨
済

り
ん
ざ
い

に
至
る
ま
で
四
十
祖
を
連つ

ら

ね
書
き 

て
、
臨
済
よ
り
の
ち
は
、
一
円
相

い
ち
え
ん
そ
う

を
作
り 

て
、
そ
の
中
に
巡
ら
し
て
、
法ほ

う

諱き

と
花
字
と
を 

写
し
書
け
り
。
新し

ん

嗣し

は
終
わ
り
に
、
年
号 

の
下
頭

あ
ち
ょ
う

に
書
け
り
。
臨
済
の
尊そ

ん

宿
し
ゅ
く

に
、
斯か

く
の 

如
く
の
不
同
あ
り
と
知
る
べ
し
。 

修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

臨
済
尓に

い
堂た

類る

ま
轉て

四
十
五
祖
を 

徒つ

ら
祢ね

可か

き
て
、
臨
済
よ
里り

能の

ち
能の

師
盤は

、
一
圓
相
を 

徒つ

く
利り

轉て

、
所そ

能の

奈な

可か

耳に

め
く
ら
志し

轉て

、
法
諱
と
花 

字
と
を
う
徒つ

志し

か
希け

里り

。
新
嗣
盤は

於お

は
里り

尓に

、
年 

月
能の

下
頭
尓に

か
け
里り

。
臨
済
能の

尊
宿
尓に

、
か
く
能の

こ
と
く 

能の

不
同
あ
里り

と
志し

類る

へ
し
。 

-
-
-
--
-
-
--

-
--

-
--
-
-
--
-
--

-
--
-
-
--

-
-
--
-
--
-
--
-
-
-- 

①
一
行
目 

四
十
祖 

→
 

四
十
五
祖 

②
四
～
五
行
目 

年
号 

→
 

年
月 

懶
禅
舜
融
添
書 

道
元
遺
墨 

分
施
諸
人 

片
言
隻
字 

要
見
芳
塵 

 
 

興
聖
現
住
芥
室
書 

（
読
み
下
し
） 

道
元
の
遺
墨 

分
か
ち
て
諸
人
に
施
す 

片
言
隻
字
に 

芳
塵
を
見
ん
こ
と
を
要
す 
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青せ

い

龍
寺

り
ゅ
う
じ

切 

複
製
（
二
十
六
切
中
十
六
切
目
） 

 

原
本 

青
龍
寺
蔵
（
滋
賀
県
大
津
市
） 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
十
六
番
目
に
「
京
五
条 

大
濱
三
右

衛
門
殿
」
と
記
載
。
加
賀
屋
（
大
濱
氏
）
の
一
族
に
分
施
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
軸
裏
に
は
「
道
元
和
尚
手
跡
一
幅 

江
州
大
津
江
南
山
青
龍

寺
第
五
世
亀
峰
叟 

当
寺
什
物
置
焉
」
と
記
さ
れ
、
青
龍
寺
五
世
亀
峰
光

鑑
（
一
七
〇
二
年
寂
）
の
代
に
大
濱
家
よ
り
青
龍
寺
に
譲
ら
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
が
経
緯
は
不
明
。
ま
た
古
筆
家
に
よ
る
極
め
書
き
（
鑑
定

書
）
が
二
点
付
属
す
る
。
丙
申
（
天
保
七
年
・
一
八
三
六
）
夏
の
大
倉
好

斎
に
よ
る
も
の
と
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
六
月
の
湖
南
隠
士
清
水
信

衛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

要
旨 

禅
定
寺
切
に
続
く
十
六
切
目
に
当
た
る
。
道
元
禅
師
が

天
童
山

て
ん
ど
う
さ
ん

（
浙
江
省
）
で
師
と
仰
い
だ
「
先
師
天
童

堂
頭

ど
う
ち
ょ
う

」（
如に

ょ

浄
じ
ょ
う

禅
師
）
の
教

え
に
つ
い
て
述
べ
る
。
如
浄
禅
師
は
み
だ
り
に
嗣
法
す
る
こ
と
を
深
く

戒
い
ま
し

め
、
禅
宗
の
中
興
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。
斑

ま
だ
ら

（
色
模
様
が
派
手
な
）

袈け

裟さ

を
身
に
着
け
る
こ
と
は
な
く
、
芙ふ

蓉よ

う

道ど

う

楷か

い

禅
師
の
門
下
に
伝
わ

っ
て
い
た
法
衣
を

上
堂

じ
ょ
う
ど
う

や
陞し

ん

座ぞ

と
い
っ
た
説
法
の
場
に
着
る
こ
と
は

な
く
、
お
よ
そ
住
持
職
と
し
て
斑
の
衣
を
一
生
着
用
し
な
か
っ
た
。
真
に

優
れ
た
指
導
者
で
あ
っ
た
。
常
に
説
法
の
場
で
戒
め
て
こ
う
言
っ
て
い

た
。「
近
頃
、
師
を
名
乗
る

輩
や
か
ら

は
み
だ
り
に
法
衣
を
ま
と
い
、
長
髪
を

好
み
、
禅
師
号
や
国
師
号
な
ど
を
授
か
る
こ
と
を
、
出
世
の
船
出
と
し
て

い
る
が
、
哀
れ
で
あ
る
…
」。
と
説
法
の
途
中
で
切
は
終
わ
っ
て
い
る
。

本
切
は
修
訂
本
で
校
訂
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
比
較
的
多
い
。
憶
測
だ
が
、

師
の
教
え
に
関
す
る
内
容
だ
か
ら
こ
そ
慎
重
に
校
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 

 
 

修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

先
師
天
童
堂
頭
、
ふ
可か

く
人
能の

み
堂た

里り

耳に

嗣
法
を 

稱
す
類る

こ
と
を
い
ま
志し

ん
。
先
師
能の

會
盤は

こ
礼れ

古
佛 

能の

會
奈な

里り

、
叢
林
能の

中
興
奈な

里り

。
み
徒つ

可か

ら
も
ま
た
ら 

奈な

類る

袈
裟
を
か
計け

寸す

。
芙
蓉
山
能の

楷
禅
師
能の

衲 

法
衣
徒つ

堂た

者は

礼れ

里り

と
い
へ
と
も
、
上
堂
陞
座
尓に

も
ち
ゐ 

寸す

。
於お

保ほ

よ
そ
住
持
職
と
志し

天て

、
ま
た
ら
奈な

類る

法
衣
、 

可か

徒つ

轉て

一
生
能の

う
ち
尓に

か
計け

寸す

。
こ

こゝ

ろ
あ
類る

も
物
志し 

ら
さ
類る

も
と
も
尓に

本ほ

め
き
、
真
善ぜ

ん

知ち

識し
き

奈な

利り

と
尊 

重
寿す

。
先
師
古
仏
上
堂
す
類る

尓に

、
徒つ

祢ね

尓に

諸
方
を 

い
ま
志し

免め

轉て

い
者は

く
、
近
来
於お

保ほ

く
祖
道
尓に

名
を 

か
礼れ

類る

や
可か

ら
、
み
多た

里り

耳に

法
衣
を
搭
志し

、
長
髪
を 

こ
能の

見み

、
師
號
尓に

署
す
類る

を
出
世
能の

舟
航
と
せ 

里り

。
あ
者は

礼れ

む
へ
し
、 

-
---

--
---

---
---

--
---

---
---

--
---

---
--
---

---
---

--
---

---
---

--
---

---
-- 

①
一
行
目 

ふ
可か

く 
→
 

ふ
可か

く
人
能の 

②
一
～
四
行
目 

嗣
法
せ
類る

人
を
い
ま
し
免め

き 

 
→

 

嗣
法
を
稱
す
類る

こ
と
を
い
ま
志し

ん
。
先
師
能の

會
盤は

こ
礼れ

古
佛
能の

會
奈な

里り 

③
四
行
目 

も
ち
ゐ
す 

→
 

か
計け

寸す 

④
四
行
目 

楷
禅
師 

→
 

道
楷
禅
師 

⑤
五
行
目 

陞
座
等
尓に 

→
 

陞
座
尓に 

⑥
七
～
八
行
目 

こ
こゝ

ろ
あ
類る

も
の
志し

ら
さ
類る 

→
 

こ
こゝ

ろ
あ
類る

も
物も

の

志し

ら
さ
類る

も 

⑦
八
行
目 

真
箇
奈な

里り

と 
→
 

真
善ぜ

ん

知ち

識し
き

奈な

利り

と
尊
重
寿す 

⑧
八
～
九
行
目 

先
師 

→
 

先
師
古
佛 

➈
九
行
目 

近
来 

→
 

近
来
於お

保ほ

く 

⑩
十
一
行
目 

署
せ
類る

こ
と 

→
 

署
す
類る

を 

⑪
十
二
行
目 

あ
者は

礼れ

ん 
→
 

あ
者は

礼れ

む 

原
文
（
青
龍
寺
切
） 

先
師
天
童
堂
頭
、
ふ
可か

く
み
堂た

里り

尓に

嗣
法 

せ
類る

人
を
い
ま
し
免め

き
。
叢
林
能の

中
興
奈な

利り

。 

み
徒つ

可か

ら
も
ま
堂た

ら
奈な

類る

袈
裟
を
も
ち 

ゐ
す
。
芙
蓉
山
能の

楷
禅
師
能の

衲
法
衣
徒つ

堂た 

者は

礼れ

里り

と
い
衛ゑ

と
も
、
上
堂
陞
座
等
尓に

も
ち 

ゐい

寸す

。
於お

保ほ

よ
所そ

住
持
職
と
し
轉て

、
ま
堂た

ら
奈な

る 

法
衣
、
可か

徒つ

轉て

一
生
能の

う
ち
尓に

可か

け
寸す

。
こ

こゝ

ろ
あ
類る 

も
の
志し

ら
さ
類る

と
も
尓に

本ほ

め
き
、
真
箇
奈な

里り

と
。
先 

師
上
堂
す
類る

尓に

、
徒つ

祢ね

尓に

諸
方
を
い
ま
し
免め

て
い 

者は

く
、
近
来
祖
道
尓に

名
を
可か

礼れ

る
や
可か

ら
、
み
堂た 

里り

尓に

法
衣
を
搭
志し

、
長
髪
を
こ
能の

み
、
師
號
尓に

署 

せ
類る

こ
と
出
世
能の

舟
航
と
せ
里り

。
あ
者は

礼れ

ん
へ
し
、 

-
---

--
---

---
---

--
---

---
---

--
---

---
--

---
---

---
- 

現
代
仮
名
遣
い
（
青
龍
寺
切
） 

先
師
天
童
堂

頭

ど
う
ち
ょ
う

、
深
く
み
だ
り
に
嗣
法 

せ
る
人
を
戒

い
ま
し

め
き
。
叢そ

う

林り
ん

の
中
興
な
り
。 

自
ら
も
斑

ま
だ
ら

な
る
袈
裟

け

さ

を
用 

い
ず
。
芙ふ

蓉よ
う

山さ
ん

の
楷か

い

禅
師
の
衲の

う

法ほ
う

衣え

伝 

わ
れ
り
と
雖

い
え
ど

も
、
上

堂

じ
ょ
う
ど
う

陞し
ん

座ぞ

等
に
用 

い
ず
。
お
お
よ
そ
住
持
職
と
し
て
、
斑
な
る 

法
衣
、
か
つ
て
一
生
の
う
ち
に
掛
け
ず
。
心
あ
る 

物
知
ら
ざ
る
と
も
に
褒ほ

め
き
、
真し

ん

箇こ

な
り
と
。
先 

師
上
堂
す
る
に
、
常
に
諸
方
を
戒

い
ま
し

め
て
曰い

わ 

く
、
「
近
来
祖
道
に
名
を
か
れ
る
輩

や
か
ら

、
み
だ 

り
に
法
衣
を
搭た

っ

し
、
長
髪
を
好
み
、
師
号
に
署 

せ
る
こ
と
出
世
の
舟
航
と
せ
り
。
哀
れ
ん
べ
し
、 
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興こ

う

聖
寺

し
ょ
う
じ

切
⑴
⑵ 

複
製
（
二
十
六
切
中
二
十
五
・
二
十
六
切
目
） 

 

原
本 

興
聖
寺
蔵
（
京
都
府
宇
治
市
） 

伝
来 

『
香
積
寺
副
本
』
分
施
記
録
二
十
五
番
目
に
「
京
五
条 

恕
水
事 

次
郎
兵
衛
」
、

二
十
六
番
目
に
「
同
大
濱
次
郎
兵
衛 

慶
安
二
己
丑
之
年
九
月
二
十
日
ニ
宇
治
興
聖
寺
へ

上
ゲ
」
と
記
載
。
も
と
は
加
賀
屋
（
大
濱
氏
）
の
一
族
恕
水
（
次
郎
兵
衛
）
に
分
施
さ

れ
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
年
九
月
二
十
七
日
に
、
恕
水
か
ら
興
聖
寺
に
寄
進
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
興
聖
寺
の
中
興
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

要
旨 

興
聖
寺
に
は
草
案
本
末
尾
の
二
切
が
伝
来
し
て
い
る
。
師

如に

ょ

浄
じ
ょ
う

禅
師
の
説
法
に
よ

り
、
嗣
法
・
嗣
書
に
つ
い
て
得
心
し
た
こ
と
を
記
し
た
『
正
法
眼
蔵
嗣
書
』
の
終
節
と
な
る

部
分
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
嗣
書
」
と
書
き
、
興
聖
寺
で
説
示
し
た
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）

三
月
二
十
七
日
の
日
付
が
記
さ
れ
る
が
、
日
付
は
修
訂
本
で
は
末
尾
の
方
に
移
さ
れ
る
。 

 

興
聖
寺
切
⑴ 

冒
頭
に
如
浄
禅
師
は
、
拘く

留る

孫そ

ん

仏ぶ

つ

―
拘く

那な

含ご

ん

牟む

尼に

仏ぶ

つ

―
迦か

葉
し
ょ
う

仏ぶ

つ

―

釈し

ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ

つ

と
連
綿
と
嗣
法
さ
れ
今
に
至
る
こ
と
を
説
か
れ
た
の
に
対
し
、
道
元
禅
師

が
質
問
す
る
。
「
迦
葉
仏
が

涅ね

槃は

ん

に
入
ら
れ
て
か
ら
釈
迦
牟
尼
仏
は
誕
生
し
悟
り
を
開
か

れ
ま
し
た
。
ま
し
て
や

賢け

ん

劫ご

う

（
現
在
）
の
諸
仏
が
、
そ
れ
以
前
の

荘
厳
劫

し
ょ
う
ご
ん
ご
う

（
過
去
）
の

諸
仏
に
嗣
法
す
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
道
理
で
し
ょ
う
か
」
と
。 

 
 

原
文
（
興
聖
寺
切
⑴
） 

嗣
書 

 
 

仁
治
二
年
辛
丑
春
三
月
二
十
七
日
書 

先
師
天
童
堂
和
尚
、
志し

免め

志し

轉て

い
者は

く
、 

諸
佛
可か

奈な

ら
寸す

嗣
法
あ
里り

、
い
者は

ゆ
類る 

釋
迦
牟
尼
佛
者は

、
迦
葉
佛
耳に

嗣
法
寿す

、 

迦
葉
佛
盤は

、
拘
那
含
牟
尼
佛
尓に

嗣
法
寿す

、
拘
那 

含
牟
尼
佛
者は

、
拘
留
孫
佛
尓に

嗣
法
す
類る

奈な

利り

。 

可か

く
能の

こ
と
く
佛
々
相
嗣
志し

轉て

、
い
ま
尓に

於お

よ
ふ
と 

信
受
す
へ
し
。
古こ

礼れ

学
佛
能の

道
奈な

里り

。
と
き
尓に 

道
元
ま
う
寸す

、
迦
葉
佛
入
涅
槃
能の

のゝ

ち
、
釋
迦 

牟
尼
佛
者は

し
め
轉て

出
世
成
道
せ
里り

。
い
者は

ん
や 

ま
堂た

賢
劫
能の

諸
佛
、
い
可か

尓に

志し

轉て

荘
厳
劫
能の 

諸
佛
尓に

嗣
法
せ
む
。
古こ

能の

道
理
い
可か

ん
。 

-
---

--
---

---
---

--
---

---
---

--
---

---
--

--- 

現
代
仮
名
遣
い
（
興
聖
寺
切
⑴
） 

嗣
書 

 
 

仁
治
二
年
辛
丑
春
三
月
二
十
七
日
書 

先
師
天
童
堂
和
尚
、
示
し
て
曰い

わ

く
、 

「
諸
仏
必
ず
嗣
法
あ
り
、
所
謂

い
わ
ゆ
る 

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

は
、
迦か

葉
し
ょ
う

仏ぶ
つ

に
嗣
法
す
、 

迦
葉
仏
は
、
拘く

那な

含ご
ん

牟む

尼に

仏ぶ
つ

に
嗣
法
す
、
拘
那 

含
牟
尼
仏
は
、
拘く

留る

孫そ
ん

仏ぶ
つ

に
嗣
法
す
る
な
り
。 

斯か

く
の
如
く
仏
々
相
嗣
し
て
、
今
に
及
ぶ
と 

信
受
す
へ
し
。
こ
れ
学
仏
の
道ど

う

な
り
。
」
時
に 

道
元
申
す
、
「
迦
葉
仏
入

に
ゅ
う

涅
槃

ね

は

ん

の
の
ち
、
釈
迦 

牟
尼
仏
は
じ
め
て
出
世
成

道

じ
ょ
う
ど
う

せ
り
。
況

い
わ
ん

や 

ま
た
賢け

ん

劫ご
う

の
諸
仏
、
如
何

い

か

に
し
て
荘
厳
劫

そ
う
ご
ん
ご
う

の 

諸
仏
に
嗣
法
せ
む
。
こ
の
道
理
如
何

い

か

ん

。
」 

訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

嗣
書 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

先
師
古
佛
天
童
堂
上
大
和
尚
、
志し

め
志し

轉て

い
者は

く
、 

諸
佛
か
奈な

ら
寿す

嗣
法
あ
里り

、
い
者は

ゆ
る 

釋
迦
牟
尼
佛
者は

、
迦
葉
佛
尓に

嗣
法
寿す

、
迦
葉
佛 

者は

、
拘
那
含
牟
尼
佛
尓に

嗣
法
寿す

、
拘
那
含
牟
尼 

佛
者は

、
拘
留
孫
佛
尓に

嗣
法
す
類る

奈な

里り

。
か
く
能の

こ
と
く 

佛
佛
相
嗣
志し

轉て

、
い
ま
耳に

い
堂た

類る

と
信
受
す
へ
し
。
こ
礼れ 

学
佛
能の

道
奈な

里り

。
と
き
尓に

道
元
ま
う
寸す

、
迦
葉
佛
入
涅 

槃
能の

のゝ

ち
、
釋
迦
牟
尼
佛
者は

し
免め

轉て

出
世
成
道
せ
利り

。 

い
者は

ん
や
ま
た
賢
劫
能の

諸
佛
、
い
可か

尓に

志し

轉て

可か

荘
厳
劫 

-
---

--
---

---
---

--
---

---
---

--
---

---
--

---
---

---
--
---

---
--- 

①
二
行
目 

年
月
日
を
記
さ
ず 

②
三
行
目 

先
師
天
童
堂
和
尚 

→
 

先
師
古
佛
天
童
堂
上
大
和
尚 

③
八
行
目 

佛
々 

→
 

佛
佛 

④
八
行
目 

於お

よ
ふ 

→
 

い
堂た

類る 

⑤
十
一
行
目 

い
可か

尓に

志し

轉て 
→
 

い
可か

尓に

志し

轉て

可か 

⑥
十
二
行
目 

い
可か

ん 
→
 

い
可か

む 
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興
聖
寺
切
⑵ 

道
元
禅
師
の
質
問
に
対
す
る
如
浄
禅
師
の
返
答
か
ら
始
ま
る
。
「
そ
な
た
が
言
っ

て
い
る
の
は

聴
ち
ょ
う

教
き
ょ
う

の
解げ(

経
文
を
聞
い
た
の
み
の
理
解)

だ｣

と
道
元
禅
師
を

諭さ
と

す
。続
け
て
、

賢
劫
仏
と
荘
厳
劫
仏
の
因
縁
を
説
き
、
ま
さ
し
く
仏
か
ら
仏
へ
、
祖
師
か
ら
祖
師
へ
、
正
し
く
嗣

法
さ
れ
自
分
た
ち
に
至
る
と
い
う
こ
と
を
道
元
禅
師
に
説
き
明
か
し
た
。
如
浄
禅
師
の
言
葉
を
聞

き
終
え
た
道
元
禅
師
は
、「
こ
の
時
道
元
は
じ
め
て
仏
祖
の
嗣
法
あ
る
こ
と
を

稟
受

ひ
ん
じ
ゅ

（
受
け
取
る
）

す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
従
来
の

旧
窠

き
ゅ
う
か

（
誤
っ
た
考
え
）
を
も
脱
落
す
る
な
り
」
と
、
嗣
法
・
嗣
書

の
真
義
つ
い
て
の
考
え
を
新
た
に
し
、
『
正
法
眼
蔵
嗣
書
』
の
本
文
を
結
ぶ
。 

最
後
に
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
三
月
二
十
七
日
に
「
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
」（
興
聖
寺
）
で
書

し
た
と
記
す
。
興
聖
寺
は
当
時
深
草
（
現
京
都
市
伏
見
区
）
に
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
宇
治
市

に
再
興
・
移
転
し
て
い
る
。
最
後
に
仁
治
二
年
十
二
月
十
二
日
子
時
（
子
の
刻
・
午
前
０
時
頃
）

に
書
す
と
し
、「
学
人
是
法
受
持
」
と
記
す
。
三
月
二
十
七
日
に
記
し
た
こ
と
と
、
そ
の
八
か
月
半

後
の
十
二
月
十
二
日
に
書
し
た
こ
と
の
関
連
性
や
、
「
学
人
是
法
受
持
」
に
つ
い
て
は
、
修
訂
本

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
検
討
す
べ
き
面
を
残
し
て
い
る
。
「
学
人
是
法
受
持
す
」
（
是ぜ

法ほ

う

と

い
う
学
人
に
こ
の
法
を
受
持
す
る
）
と
も
読
め
る
が
、「
学
人

是こ

の
法
を
受
持
せ
よ
」
と
解
釈
し

た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
も
あ
る
。 

 
 

現
代
仮
名
遣
い
（
興
聖
寺
切
⑵
） 

先
師
曰い

わ

く
、
「
汝

な
ん
じ

が
言
う
所
は
、
聴

ち
ょ
う

教
き
ょ
う

の
解げ

な 

り
、
十
聖
三
賢
等
の
道ど

う

な
り
、
仏
祖
嫡

嫡

ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

の
道 

に
あ
ら
ず
。
我
が
仏
々
相
伝
の
道
は
し
か
あ
ら
ず
。 

釈し
ゃ

迦か

文
仏
ま
さ
し
く
迦か

葉
し
ょ
う

仏ぶ
つ

に
嗣
法
せ
り 

と
並
び
来
た
る
な
り
。
釈
迦
仏
の
嗣
法
し 

て
後の

ち

に
、
迦
葉
仏
は
入

に
ゅ
う

涅
槃

ね

は

ん

す
る
と
学
す
る 

な
り
。
釈
迦
仏
も
し
迦
葉
仏
に
嗣
法
せ
ざ
ら
ん
ば
、 

天
然

て
ん
ね
ん

外げ

道ど
う

と
同
じ
か
る
べ
し
、
誰た

れ
か
釈
迦
仏 

を
信
ず
る
あ
ら
ん
。
斯か

く
の
如
く
仏
々
相そ

う

嗣し

し
て
、 

今
に
及
び
来
た
れ
る
に
よ
り
て
、
箇
々 

仏
と
も
に
正
嗣

し
ょ
う
し

な
り
。
連
な
る
に
あ
ら
ず
集 

ま
れ
る
に
あ
ら
ず
。
ま
さ
に
斯
く
の
如
く
仏
々 

相
嗣
す
る
と
学
す
る
な
り
、
諸し

ょ

阿あ

笈ご
う

摩ま

教
き
ょ
う

の 

言
う
所
の
劫

量

こ
う
り
ょ
う

・
寿

量

じ
ゅ
り
ょ
う

等
に
関
わ
る
べ
か 

ら
ず
。
も
し
偏

ひ
と
え

に
釈
迦
仏
よ
り
起
こ
れ
り
と 

い
わ
ば
、
わ
ず
か
に
二
千
余
年
な
り
、
古
き
に 

あ
ら
ず
。
相
嗣
も
わ
ず
か
に
四
十
余
代
な
り
、
新 

た
な
る
と
言
い
ぬ
ベ
し
。
こ
の
仏
嗣
は
、
し
か
の 

如
く
学
す
る
に
あ
ら
ず
。
釈
迦
仏
は
迦
葉
仏
に 

嗣
法
す
る
と
学
し
、
迦
葉
仏
は
釈
迦
仏
に 

嗣
法
せ
り
と
学
す
る
な
り
。
斯
く
の
如
く
学 

す
る
時
、
ま
さ
に
諸
仏
諸
祖
の
嗣
法
に
て
は 

あ
る
な
り
。
」
こ
の
時
道
元
は
じ
め
て
仏
祖 

の
嗣
法
あ
る
こ
と
を
稟
受

ひ
ん
じ
ゅ

す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、 

従
来
の
旧
窠

き
ゅ
う
か

を
も
脱
落
す
る
な
り
。
于 

時
に
仁
治
二
年
歳
次
辛
丑
三
月
廿
七
日
、
観
音
導
利 

興
聖
宝
林
寺
沙
門
道
元
記
。 

仁
治
二
年
辛
丑
十
二
月
十
二
日
子
時
書 

学
人
是こ

の
法
を
受
持
せ
よ
。 

 

原
文
（
興
聖
寺
切
⑵
） 

先
師
い
者は

く
、
奈な

ん
ち
可か

い
ふ
と
こ
ろ
盤は

、
聴
教
能の

解
奈な 

里り

、
十
聖
三
賢
等
能の

道
奈な

里り

、
佛
祖
嫡
嫡
能の

み 

ち
尓に

あ
ら
寿す

。
わ
可か

佛
々
相
傳
能の

道
盤は

志し

可か

あ
ら
寸す

。 

釋
迦
文
佛
ま
さ
し
く
迦
葉
佛
尓に

嗣
法
勢せ

里り 

と
奈な

ら
ひ
幾き

堂た

類る

奈な

里り

。
釋
迦
佛
能の

嗣
法
志し 

轉て

能の

ち
尓に

、
迦
葉
佛
盤は

入
涅
槃
す
類る

と
學
す
類る 

奈な

里り

。
釋
迦
佛
も
し
迦
葉
佛
尓に

嗣
法
せ
さ
ら
ん
盤は

、 

天
然
外
道
と
於お

奈な

し
可か

類る

へ
し
、
堂た

礼れ

可か

釋
迦
佛 

を
信
す
類る

あ
ら
ん
。
可か

く
能の

こ
と
く
佛
々
相
嗣
志し

て
、 

い
ま
尓に

於お

よ
ひ
幾き

堂た

礼れ

類る

尓に

よ
里り

轉て

、
箇
々 

佛
と
も
尓に

正
嗣
奈な

里り

。
徒つ

ら
奈な

類る

尓に

あ
ら
寸す

、
あ
徒つ 

ま
礼れ

類る

尓に

あ
ら
寸す

。
ま
さ
尓に

可か

く
能の

こ
と
く
佛
々 

相
嗣
す
類る

と
學
す
類る

奈な

里り

、
諸
阿
笈
摩
教
能の 

い
ふ
と
こ
ろ
能の

劫
量
・
壽
量
等
尓に

可か

かゝ

者は

類る

へ
可か 

ら
寸す

。
も
し
飛ひ

と
衛え

尓に

釋
迦
佛
よ
里り

於お

こ
礼れ

里り

と 

い
者は

はゝ

、
わ
徒つ

可か

尓に

二
千
餘
年
奈な

里り

、
ふ
類る

き
尓に 

あ
ら
寸す

。
相
嗣
も
わ
徒つ

可か

尓に

四
十
餘
代
奈な

里り

、
あ
ら 

堂た

奈な

類る

と
い
飛ひ

奴ぬ

へ
し
。
こ
能の

佛
嗣
盤は

、
志し

可か

能の 

こ
と
く
學
す
類る

尓に

あ
ら
寸す

。
釋
迦
佛
盤は

迦
葉
佛
尓に 

嗣
法
す
類る

と
學
志し

、
迦
葉
佛
盤は

釋
迦
佛
尓に 

嗣
法
せ
里り

と
學
す
類る

奈な

里り

。
可か

く
能の

こ
と
く
學 

す
類る

と
き
、
ま
さ
尓に

諸
佛
諸
祖
能の

嗣
法
尓に

て
盤は 

あ
類る

奈な

里り

。
こ
能の

と
き
道
元
は
し
め
轉て

佛
祖 

能の

嗣
法
あ
類る

こ
と
を
稟
受
す
類る

の
ミ

の

み

尓に

あ
ら
寸す

、 

従
来
能の

舊
窠
を
も
脱
落
す
類る

奈な

里り

。
于 

時
仁
治
二
年
歳
次
辛
丑
三
月
廿
七
日
、
観
音
導
利 

興
聖
寶
林
寺
沙
門
道
元
記
。 

仁
治
二
年
辛
丑
十
二
月
十
二
日
子
時
書 

学
人
是
法
受
持
。 
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修
訂
本
変
更
箇
所 

 

※
変
体
仮
名
は
除
く 

先
師
い
者は

く
、
奈な

ん
ち
可か

い
ふ
と
己こ

ろ
盤は

、
聴
教
能の

解
奈な 

里り

、
十
聖
三
賢
等
能の

道
奈な

里り

、
佛
祖
嫡
嫡
能の

道
尓に 

あ
ら
寿す

。
わ
可か

佛
佛
相
傳
能の

道
盤は

志し

可か

あ
ら
寿す

。 

釋
迦
牟
尼
佛
ま
さ
志し

く
迦
葉
佛
尓に

嗣
法
せ
里り 

と
奈な

ら
飛ひ

き
堂た

類る

奈な

里り

。
釋
迦
佛
能の

嗣
法
志し

て 

能の

ち
尓に

、
迦
葉
佛
盤は

入
涅
槃
す
と
参
學
す
類る

奈な

里り

。 

釋
迦
佛
も
志し

迦
葉
佛
尓に

嗣
法
せ
さ
ら
ん
盤は

、
天
然 

外
道
と
於お

奈な

し
か
類る

へ
し
、
堂た

礼れ

可か

釋
迦
佛
を
信 

す
類る

あ
ら
ん
。
か
く
能の

こ
と
く
佛
佛
相
嗣
志し

天て

、
い
ま
耳に 

於お

よ
飛ひ

き
た
礼れ

類る

尓に

よ
里り

轉て

、
箇
々
佛
と
も
尓に

正 

嗣
奈な

里り

。
徒つ

ら
奈な

礼れ

類る

尓に

あ
ら
寿す

、
あ
徒つ

ま
礼れ

類る

耳に 

あ
ら
寸す

。
ま
さ
耳に

か
く
能の

こ
と
く
佛
佛
相
嗣
す
類る

と 

學
す
類る

奈な

里り

、
諸
阿
笈
摩
教
能の

い
ふ
と
こ
ろ
能の

劫 

量
・
壽
量
等
尓に

可か

かゝ

礼れ

さ
る
へ
し
。
も
志し

飛ひ

と 

へ
尓に

釋
迦
佛
よ
里り

於お

こ
礼れ

里り

と
い
者は

はゝ

、
わ
徒つ

可か

に 

二
千
餘
年ね

ん

奈な

里り

、
ふ
類る

き
尓に

あ
ら
寸す

。
相
嗣
も
わ
川つ 

か
尓に

四
十
餘
代
奈な

里り

、
あ
ら
た
奈な

類る

と
い
飛ひ

奴ぬ

へ
し
。
こ
能の 

佛
嗣
盤は

、
志し

可か

能の

こ
と
く
學
す
類る

尓に

あ
ら
寸す

。
釋
迦
佛 

盤は

迦
葉
佛
尓に

嗣
法
す
類る

と
學
志し

、
迦
葉
佛
盤は

釋
迦 

佛
尓に

嗣
法
す
類る

と
學
す
類る

奈な

里り

。
か
く
能の

こ
と
く
學 

す
類る

と
き
、
ま
さ
尓に

諸
佛
諸
祖
能の

嗣
法
尓に

て
盤は

あ 

類る

奈な

利り

。
こ
能の

「（

と
き

朱

字

」）

道
元
者は

し
め
て
佛
祖
能の

嗣
法
あ
る
こ 

と
を
稟
受
す
類る

能の

ミみ

尓に

あ
ら
寸す

、
従
来
能の

舊
窠
を 

も
脱
落
す
類る

奈な

里り

。
于
時
日
本
仁
治
二
年
歳
次
辛 

丑
三
月
二
十
七
日
、
観
音
導
利
興
聖
寶
林
寺 

入
宋
傳
法
沙
門
道
元
記
。 

寛
元
癸
卯
九
月
二
十
四
日
、
掛
錫
於
越
前
吉
田
縣
／ 

吉
峰
古
寺
草
庵
（
花
押
） 

①
三
行
目 

佛
々 

→
 

佛
佛 

②
四
行
目 

釋
迦
牟
尼
佛 

→
 

釋
迦
文
佛 

③
六
行
目 

入
涅
槃
す
類る

と
學
す
類る

奈な

里り 

 
→
 

入
涅
槃
す
と
参
學
す
類る

奈な

里り 

④
九
行
目 

佛
々 

→
 

佛
佛 

⑤
十
一
行
目 

徒つ

ら
奈な

類る 
→

 

徒つ

ら
奈な

礼れ

類る 

⑥
十
二
行
目 

佛
々 

→
 

佛
佛 

⑦
十
四
行
目 

可か

かゝ

者は

類る

へ
可か

ら
寸す 

→
 

可か

かゝ

礼れ

さ
る
へ
し 

⑧
二
十
行
目 

嗣
法
せ
里り 

→
 

嗣
法
す
類る 

➈
二
十
二
行
目 

こ
能の

と
き 

→
 

こ
能の

「（

と
き

朱

字

」） 

※
朱
字
で
脇
に
注
記
（
後
筆
か
） 

⑩
二
十
四
行
目 

仁
治
二
年 

→
 

日
本
仁
治
二
年 

⑪
二
十
六
行
目 

廿
七
日 

→
 

二
十
七
日 

⑫
二
十
七
行
目 

沙
門
道
元
記 

→
 

入
宋
傳
法
沙
門
道
元
記 

⑬
二
十
八
～
二
十
九
行
目 

仁
治
二
年
辛
丑
十
二
月
十
二
日
子
時
書 

学
人
是
法
受
持 

→
 

寛
元
癸
卯
九
月
二
十
四
日
、
掛
錫
於
越
前
吉
田
縣 

吉
峰
古
寺
草
庵
（
花
押
） 

 

※
修
訂
本
執
筆
の
年
月
日
・
場
所
・
道
元
禅
師
の
花
押
を
記
す 

2023年 1月 駒澤大学禅文化歴史博物館 

【
主
要
参
考
文
献
】 

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集 

附 

道
元
禅
師
真
筆
集
成
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
） 

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
別
巻 

道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
） 

大
本
山
永
平
寺
『
道
元
禅
師
七
五
〇
回
大
遠
忌
記
念
出
版 

道
元
禅
師
真
蹟
集
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
） 

増
谷
文
雄
『
正
法
眼
蔵
』
二
（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

水
野
弥
穂
子
訳
註
『
正
法
眼
蔵
』
４
（
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
④
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

河
村
孝
道
・
角
田
泰
隆
編
・
校
註
『
本
山
版
訂
補 

正
法
眼
蔵
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
九
年
） 


